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期 日

会 場

主 催

岡 山 城 天 守 閣岡山城天守閣の夜間利用について

岡山城天守閣を海外に幅広く情報発信するため、夜間の岡山城天守閣を催し
物（懇親会・会長招宴等）の会場としてお使いいただけます。

１. 次の条件をすべて満たすものについてご利用いただけます。

（１）岡山市内において開催される国際的な規模の大会・学会・交流会、又は、
海外からのツアーであること

（２）催事の実施により、海外に向けた岡山市の情報発信が期待できること

（３）その他岡山市及び当協会が認めたもの

２. 岡山城天守閣夜間利用料は、800 円／1人 × 参加者分を徴収させていただき
ます。

３. 会場スペースの関係上、利用できる催事の規模は参加者概ね50名から100名
までとさせていただきます。また、観光キャンペーン等の実施により通常一
般夜間開放している場合等、利用できない期間があります。

４. 催事の開催時間は、原則として閉館（午後5時30分）後から午後９時までとし
ます。
また、昼間の一般開館時間中に準備される場合は、できるだけ一般入館者の
支障にならないようにお願いします。

※その他の詳細については下記までお問い合わせください。

（公社）おかやま観光コンベンション協会
〒700-0985　岡山市北区厚生町3-1-15　岡山商工会議所6階

TEL：086-227-0015　　FAX：086-227-0014
URL　http : / /www.okayama-kanko .net

本日は、記録用のカメラ撮影をさせていただきますのでご了承ください。お車•自転車を運転される方のご飲酒はご遠慮ください。
館内は禁煙です。指定の喫煙場所をご利用ください。

「岡山城天守閣BANQUET見本市」にて、

「
お
か
や
ま
鮨
丼
」を
初
お
披
露
目
！

　

岡
山

市
に
国

際
会
議

を
誘
致

す
る
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン

ト
の
一
つ
と
し
て
、

岡
山
城
天
守
閣（
北

区
丸
の
内
）
で
の

レ
セ
プ
シ
ョ
ン（
歓

迎
会
）
開
催
を
呼

び
掛
け
る
「
バ
ン

ケ
ッ
ト
（
夕
食
会
）

見
本
市
」
が
23
日

夜
、
同
天
守
閣
で

開
か
れ
た
。

　

市
な
ど
が
主
催
。

城
下
町
の
町
並
み

を
イ
メ
ー
ジ
し
た

内
装
の
１
階
に
市

内
の
ホ
テ
ル

や
県
酒
造
組
合
な
ど
７
企

業
・
団
体
が
ブ
ー
ス
を
設

け
、
県
産
シ
カ
肉
ス
テ
ー

キ
、
瀬
戸
内
海
で
捕
れ
た

サ
ワ
ラ
や
タ
イ
の
海
鮮

丼
、
雄
町
米
で
醸
造
し
た

日
本
酒
な
ど
を
振
る
舞
っ

た
。

　

岡
山
大
、
岡
山
理
科
大
、

就
実
大
と
旅
行
会
社
な
ど

か
ら
約
50
人
が
参
加
。
12

月
に
市
内
で
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
予
定
が
あ
り
、
天
守
閣

で
の
歓
迎
会
を
検
討
し
て
い
る

岡
山
大
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合

研
究
科
の
岩
月
啓
氏
教
授
（
皮

膚
医
学
）
は
「
岡
山
の
文
化
を

体
感
で
き
る
施
設
。
海
外
の
研

究
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
そ
う
だ
」

と
話
し
た
。

　

見
本
市
は
２
０
１
２
年
か
ら

毎
年
、
市
内
で
開
か
れ
て
い
る

が
、
岡
山
城
を
会
場
に
し
た
の

は
初
め
て
。
市
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
推
進
課
に
よ
る
と
、
岡

山
城
で
は
12
、
14
年
度
に
市
内

の
大
学
の
企
画
で
国
際
学
会
の

歓
迎
会
が
開
か
れ
た
。（
石
井
聡
）

　
　
〈 

山
陽
新
聞
３
月
25
日
掲
載

さ
れ
た
〉

市
な
ど

見
本
市

歓迎会は岡山城で

国
際
会
議
誘
致
Ｐ
Ｒ
に

岡山城天守閣で料理を味わう参加者ら
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平
成
27
年
３
月
23
日
㈪
に
開
催
さ
れ
た
こ
の
催
し
は
、
国
際
的
な
会
議
の
積
極
的
な
誘
致
を
目
的
と
し
て
、
地
元
大
学
の
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
主
催
者
と
な
り
得

る
方
々
を
招
待
し
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
と
し
て
岡
山
城
天
守
閣
を
使
用
し
た
岡
山
な
ら
で
は
の
懇
親
会
を
紹
介
す
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
見
本
市
で
す
。

　
「
お
か
や
ま
鮨
丼
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
大
丼
に
盛
っ
た
「
お
か
や
ま
鮨
丼
」
が
披
露
さ
れ
る
と
感
嘆
の
声
が
上
が
り
、
一
際
目
を
引
く
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
大
森
雅
夫
岡
山
市
長
の
試

食
を
か
わ
き
り
に
、
多
く
の
方
に
試
食
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
黄
ニ
ラ
な
ど
岡
山
ら
し
い
握
り
寿
司
も
振
る
舞
い
、
岡
山
の
寿
司
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
！

　

平
成
27
年
３
月
23
日
㈪
、
岡
山
城

天
守
閣
に
於
い
て
、
18
時
30
分
よ
り

お
琴
と
尺
八
（
し
か
も
演
奏
は
外
国

人
女
性
！
）
の
音
色
と
共
に
、「
バ
ン

ケ
ッ
ト
見
本
市
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
組
合
は
、
26
年
度
事
業
計

画
の
一
環
と
し
て
掲
げ
た
新
し
い
企

画
で
あ
る
『
鮨
丼
』
の
開
発
を
、
厚

生
労
働
省
か
ら
の
補
助
金
を
利
用
し

な
が
ら
、
組
合
員
増
加
促
進
運
動
と

共
に
力
を
注
い
で
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
岡
山
市
・
お
か
や

ま
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
・
岡

山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
等
が

開
い
た
催
物
で
、
当
組
合
岡
山
支
部

に
お
声
が
か
か
り
、
今
回
こ
の
『
お

か
や
ま
鮨
丼
』
の
初
お
披
露
目
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

ま
ず
岡
山
市
長 

大
森
雅
夫
様
が
試

食
さ
れ
、
続
い
て
観
光
お
か
や
ま
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
会
長 

岡
崎
彬

様
、
そ
し
て
岡
山
市
議
会
議
長 

則
武

宣
弘
様
他
７
名
の
議
員
の
方
々
に
も

食
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
地
元
大

学
の
教
授
を
始
め
と
す
る
約
80
名
の

方
に
振
る
舞
い
、
大
丼
（
特
別
に
造

ら
れ
た
器
）に
盛
ら
れ
た「
鮨
丼
」は
、

あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
常
任
相
談
役
難
波
康
男
氏

を
は
じ
め
、
奥
様
そ
し
て
喜
怒
哀
楽

の
社
長
並
び
に
若
い
従
業
員
の
方
々

の
ご
協
力
を
頂
い
て
進
め
る
こ
と
が

き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「岡山城天守閣 BANQUET 見本市」に、岡山の旬を喰らう と題して「岡山城天守閣 BANQUET 見本市」に、岡山の旬を喰らう と題して

「
お

かや
ま鮨丼」を初お披露目

！

「
お

かや
ま鮨丼」を初お披露目

！

嬉
しい
声が

嬉
しい
声が

聞
こえ
てき
ました！

聞
こえ
てき
ました！

　４月から新１年生になる子どもたち
のアンケートです。中
には、「将来なりたい
もの」☞「おすしやさ
ん」という子どもたち
がいるようです。


